
学校番号 401 

平成 31年度 理科 

 

教科 理科 科目 生物 単位数 2単位 年次 3年次 

使用教科書 生物 （啓林館） 

副教材等 なし 

１ 担当者からのメッセージ（学習方法等） 

知識の理解にのみ止まることなく、それらを体系的に積み重ねることによって、身近な生物・生

命現象をより多く説明できるようになってほしい。 

 

２ 学習の到達目標 

生物の生殖や発生について観察，実験などを通して探究し，動物と植物の配偶子形成から形態形成ま

での仕組みを理解させる。 

 

３ 学習評価(評価規準と評価方法) 

観

点 
a:関心・意欲・態度 b:思考・判断・表現 c:観察・実験の技能 d:知識・理解 

観
点
の
趣
旨 

自然の事物・現象に関

心や探究心をもち，意

欲的にそれらを探究し

ようとするとともに，

科学的態度を身に付け

ている。 

自然の事物・現象の中

に問題を見いだし，探

究する過程を通して，

事象を科学的に考察

し，導き出した考えを

的確に表現している。 

観察，実験を行い，基

本操作を修得すると

ともに，それらの過程

や結果を的確に記録，

整理し，自然の事物・

現象を科学的に探究

する技能を身に付け

ている。 

自然の事物・現象につ

いて，基本的な概念や

原理・法則を理解し，

知識を身に付けてい

る。 

評
価
方
法 

学習状況の観察 

ノートやワークシー

トの記述 

学習状況の観察 

ノートやワークシー

トの記述 

観察・実験の記録 

定期考査の結果 

学習状況の観察 

ノートやワークシー

トの記述 

観察・実験の記録 

定期考査の結果 

学習状況の観察 

ノートやワークシー

トの記述 

観察・実験の記録 

定期考査の結果 

上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめます。 

学習内容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



４ 学習の活動 

学 

期 

単
元
名 

学習内容 

主な評価の観点 

単元（題材）の評価規準 評価方法 
a b c d 

１
学
期 

生
殖
と
発
生 

   

第１章 有性生殖 

①減数分裂と受精 

②遺伝子と染色体 

観察 減数分裂 

  

○ 

○ 

 

 

 

○ 

 

○ 

○ 

b: 減数分裂によって生じる

染色体の組み合わせを論

理的に理解し，説明するこ

とができる。 

c:減数分裂の段階を記録し

まとめる。 

d: 生殖法には無性生殖と

有性生殖があること，およ

びそれぞれの生殖法の特徴

を理解している。 

学習状況 

ノート 

ワークシート 

観察・実験レ

ポート 

定期考査 

 

２
学
期 

第２章 動物の 生殖と発生 

①動物の配偶子形成と受精 

②初期発生の過程 

③動物の細胞の分化と形態 

形成 

 

○ 

 

 

○ 

  

 

 

○ 

a: 配偶子の形成過程を理

解しようとする。 

b: 多くの器官は，内胚葉，

中胚葉，外胚葉から分化し

た組織が集まって形成され

ていることを科学的に説明

できる。 

d: 胚の区画化は，調節遺伝

子が連鎖的に発現すること

によって起こっていること

を理解している。 

学習状況 

ノート 

ワークシート 

定期考査 

 

３
学
期 

植
物
の
生
殖
と
発
生 

 

第３章 植物の 生殖と発生 

①植物の受精 

②種子形成と胚の発生 

③植物の器官形成 

 

 

 

○ 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

a: 動物の発生と植物の発

生との違いに関心を示し，

植物の発生の特徴を理解し

ようとする。 

d:遺伝子が相互に作用しあ

って分裂組織が維持された

り軸が決定されたりしてい

ることを理解している。 

 

学習状況 

ノート 

ワークシート 

観察・実験 

 

 

※ 表中の観点について a:関心・意欲・態度   b:思考・判断・表現 

c:観察・実験の技能   d:知識・理解 

 

 ※ 年間指導計画（例）作成上の留意点 

  ・原則として一つの単元（題材）で全ての観点について評価することとなるが、学習内容（小単

元）の各項目において特に重点的に評価を行う観点（もしくは重み付けを行う観点）について

○を付けている。 

 


